
　文学部は、所定の履修細則に従って卒業所要単位124を修得し、次の学修成果をあげた者に、英文学科、総合人文
学科および歴史学科は「学士（文学）」、教育学科は「学士（教育学）」の学位を授与する。

　１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる。
　聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、現代社会の中でよく生きることについて、自分の考
えを論じることができる。特に、ことばへの関心を通して過去と現在を行き来しながら、通念・常識を常に相対
化できる。

　２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を活用できる。
　高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテ
ラシー、数理リテラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。特に、ものごとを論理的・批判
的に考え、それを口頭や文章で表現することができる。

　３．課題を発見し、その解決のために学修成果を活用して取り組むことができる。
　地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、教養教育及び専門分野の学修成果を総合的に活用する
ことでその課題の解決案を提示することができる。特に、課題の発見と解決に文学若しくは教育学の専門知識や
関連する学修成果を活かすことができる。

　４．ものごとを広く多様な視点から認識し、異なる認識・思考方法や価値観に理解を示すことができる。
　自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異なる認識や思考方法、異なる価値観に理解を示
すことができる。特に、創造的な批判精神をもってものごとを見つめることができる。

　５．文学部においては、次の学修成果を示すことができる。

英文学科においては以下の学修成果を示すことができる。
⑴  　英米文学、英語学における基本的知識、またそれぞれの研究分野に固有の思考方法についての概要を説明す

ることができる。
⑵  　英米文学、英語学を通して培った課題に真摯に取り組む姿勢と地道で丁寧な作業を継続する力を、自らが直

面する課題解決に応用することができる。
⑶  　英米文学、英語学に関わる専門的知識を身につけ、その知識を基盤として論理的・批判的な思考ができる。
⑷  　英米文学、英語学を通して培った幅広い異文化理解・国際理解に基づき、深い人間理解を示すことができる。
⑸  　英語の運用能力を向上させることを通じて、高度な知的活動を行ったり、他者と協力して問題解決を行うこ

とができる。

総合人文学科においては以下の学修成果を示すことができる。
⑴  　思想・哲学、文化・芸術、宗教・神学における基本的知識、またそれぞれの研究分野に固有の思考方法につ

いての概要を説明することができる。
⑵  　物事を広い視野から多角的に捉え、問題を発見し、解決することができる。
⑶  　古今の書物との対話を通して現実社会との関わりを問い直し、変化する世界の中で論理的・批判的に考える

ことができる。
⑷  　人間の生のあり方と倫理に対する深い関心を持ち、それを具体的実践に結びつけることができる。
⑸  　他者に対する寛容な精神と奉仕する心を養い、社会に貢献することができる。

５．文学部「学位授与の方針」
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６．教育課程編成・実施に関する全学合意

　本学は、教育課程編成・実施に関して次の事項を合意し、組織的教育を推進する。
１．順次的・体系的な教育課程を全学的な協力体制のもとに編成・実施する

　各学部及び教養教育センターは、学位授与の方針に定めた学修成果を達成するため、順次性のある体系的な教
育課程を編成する。特に、授業内容・方法を工夫した適切な初年次教育を組織的に行う。また、専門教育に関わ
る教育課程以外の教育課程の編成・実施については、学部及び教養教育センターをこえた全学的な協力体制のもの、
必要な検討・調整を行う。

２．各授業科目の位置づけを明確にする
　各学部、教養教育センター及び授業科目担当者は、学位授与の方針に定めた教育成果と関連づけながら、授業
科目の到達目標と学修内容を決める。

３．単位制度の実質化に向けた取り組みを推進する
　大学、各学部及び教養教育センターは、単位制度を実質化し、学位授与の方針に定めた学修成果をより高いレ
ベルで達成できるよう、授業回数の確保、セメスター制、キャップ制の制度的対応をとるとともに適切な履修・
学修指導を行う。また、授業科目担当者は、単位の実質化にむけて、授業以外での学修のための具体的指導を行
うなど、教育内容・方法の改善に努める。

４．シラバスの充実をはかる
　各学部、教養教育センター及び授業科目担当者は、シラバスを通じて、各授業科目の到達目標、学修内容、学
位授与の方針及び学士課程の到達目標との関連、成績評価の方法・基準並びに事前・事後学修の内容などを学生
に明確に伝える。

５．教育方法の改善に努める
　大学、各学部及び教養教育センターは、学生の学習意欲を引き出し、主体的な学びへと導くために、教育方法
の改善に努める。特に、少人数・双方向の授業、課題解決型授業を積極的に取り入れるとともに、授業以外の学
修支援体制を整備する。また、多様なメディアを高度に利用して行う授業をメディア授業と定義し、その特性を
生かした教育効果が得られるように努める。

６．厳格な成績評価に向けた取り組みを推進する
　大学、各学部及び教養教育センターは、授業科目担当者が、明確化された到達目標と成績評価基準に基づき、
厳格な成績評価を行っているかどうかを点検するとともに、到達目標や成績評価基準についての教員間の共通理
解を形成する。また、ＧＰＡをはじめとする客観的な評価システムを導入することで、学修成果を組織的に評価
する仕組みをつくる。

７．点検・評価を不断かつ組織的に行う
　大学、各学部及び教養教育センターは、学位授与の方針に定めた学修成果の達成の観点から、教育課程及び各
授業科目の実施・運営状況に関する点検・評価を不断かつ組織的に行い、必要な改善措置をとる。特に、全学部
において必修とされる授業科目については、厳格な点検・評価を行う。

歴史学科においては以下の学修成果を示すことができる。
⑴  　日本史、アジア史、ヨーロッパ史、考古学、民俗学における基本的知識、またそれぞれの研究分野に固有の

思考方法についての概要を説明することができる。
⑵  　歴史学、考古学、民俗学に関する専門性の高い学術論文を読解するとともに、主体的に史・資料を収集し、

それをふまえた柔軟な発想と論理的思考、説得力のある表現を用いて、学術的な文章を作成することができる。
⑶  　歴史学、考古学、民俗学の知識や思考方法をもとに課題を発見し、現代社会が直面する様々な問題について、

史・資料をふまえた発言や議論、解決方法を提示することができる。
⑷  　現代社会の歴史的な成り立ちを押さえつつ、国際的な広い視野をもって今日の地域社会とそれをめぐる問題

について理解し、自らが何をすべきかを考え、社会に貢献することができる。
⑸  　実習や史料調査などの経験を通して、自らの特性を活かしつつ共同作業に対して主体的に関与していく中で、

真摯な態度と地道な努力を継続する力を持つとともに、共通の課題に対してチームで成果を出すことができる。

教育学科においては以下の学修成果を示すことができる。
⑴  　教育学における基本的知識や固有の思考方法について、その概要を説明することができる。
⑵  　人がよりよく生きるための学びと人間的成長を支援することができる。
⑶  　多面的な実践的指導力を身につけ、多様な児童生徒の一人ひとりに寄り添うことができる。
⑷  　幅広い異文化理解・国際理解に基づいて、小学校での英語教育に力を発揮することができる。
⑸  　複数の学校種において、多様な発達段階の児童生徒の学びと成長を支援することができる。
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